
 

 学校名 ［ 旭丘小学校 ］        氏名 ［ 小 山 裕 巳 ］   

  ［ 小 ］学校 ［４・５・６］年版 単元名［災害から身を守るために］Ｐ4,5,32-35,62,63   

                  教科・領域名  ［総合的な学習の時間］ ［ 時間９０分 ］ 

主な学習活動  （実際に行った活動） 指導の実際 

１時間目「災害から命を守るために１」 

【ねらい】 

・災害にはいつどこで遭遇するか分からないことを 

 理解できるようにする。 

・避難訓練などにより，災害に遭った時の行動を普 

 段から考えておく姿勢を身に付けさせる。 

・生命を守ることの重要性を理解し，自分や他人の 

 生命を大切にする心を育てる。 

１ 災害について学習することを知る。 

  ◇「災害について考えてみましょう。」 

２ 災害にはどんなものがあるか考える。 

  ◇「災害を経験したことがありますか。身近な 

人から聞いたことがありますか。」 

   ・地震 ・台風，洪水，強風，大雨  

   ・火山の噴火 ・雷 

３ 災害の危険について考える。 

  ◇「災害にはどんな危険があるか考えましょ 

う。」 ・けが ・命が失われる  

・大切なものを失う ・家や町が壊れる 

４ 過去の大きな災害について学習し，どんな地域 

でも災害が起こることを理解する。 

  ◇「どんな災害がどこで起こったでしょう。写 

真を見てどんなことが分かりますか。」 

   ・日本中で起こっている。  

   ・大きな被害が出ている。 

５ いつどんな状況でも災害が起こる可能性があ 

ることを理解する。 

  ◇「災害はいつどこで起こるか分かりません。 

こんなときに災害が起こったとしたら，身 

を守るために自分ならどうしますか。」 

  ＜地震なら＞ 

   ・教室にいる時地震が起きた→机の下に 

   ・電車が止まった→大人の指示を聞く 

   ・外→倒れてきそうなものから離れる など 

※この学習では文科省防災教育教材「災害から 

命を守るために」を教材として使用 

※副読本「３．１１から未来へ」は資料として 

活用。 

準備物：パソコン プロジェクタ スクリーン 

    日本地図 副読本 

 

（災害から命を守るためにスライドスタート） 

○自然災害の危険や安全な行動について学ぶ 

ことを説明。 

（スライド１−１〜５） 

○災害とは，台風や地震などによって被害や損 

 害を受けることを総称したものである。 

○東日本大震災は新聞記事号外などを使用し 

ながら振り返る。（副読本Ｐ４～５も活用） 

（スライド１−６） 

 

 

 

（スライド２・３） 

 

○山でも海でも，町の中でも，どこでも災害が 

 起こる可能性があることを説明する。 

○国内では，どこに居ても災害に遭う可能性が 

 ある。 

（スライド４） 

○状況や場所に応じて，どんな身の守り方があ 

 るか考えさせ，意見を引き出す。 

（副読本Ｐ３２～３３活用） 

 

 

 

 

 



 

６ 身を守るためには，普段から災害に備えておく 

ことが大切であることを理解する。 

  ◇「災害にあった時のために，普段からどんな 

ことをしておいたらよいでしょうか。」 

   ・普段から身の回りを片付ける 

   ・避難訓練で行動の仕方を身に付ける 

   ・安全な場所，危険な場所を考える 

   ・家族で話し合う 

   ・経験を話す，家族に聞く 

   ・災害の知識を持つ など 

 

２時間目「災害から命を守るために２  

地震から自分の身を守る」 

【ねらい】 

・地震のゆれで身の回りがどう変化するのか理解でき 

るようにする。 

・地震でゆれているとき，様々な場所で起こる災害の 

危険について理解できるようにし，安全に行動しよ 

うとする態度を育てる。 

１ 大きな地震の災害について学習する。 

  ◇「大きな地震が起こった時について考えてみ 

    ましょう。」 

  ◇「大きな地震が発生すると学校や家，町はど 

    うなってしまうのでしょうか。」 

２ 地震が起きたらどのような危険があるか，どの 

ように身を守れば良いか考える。 

  ◇「地震が起きたらどんなところが危ないと思 

いますか。」 

  ◇「けがをしないために，自分だったらどうし 

ますか。」 

    ・グループで話し合い，考える。 

    ・グループ毎に考えたことを発表し合い， 

状況に応じた身の守り方を考える。 

 

 

 

 

（スライド５） 

 

○どんな備えがあるか，学校や家でできること 

 を考えさせる。 

（副読本Ｐ３４～３５活用） 

 

 

 

 

 

 

準備物：パソコン プロジェクタ スクリーン 

日本地図 副読本 ワークシート 

 

 

※新防災教育副読本「３・１１から未来へ」 

仙台災害年表（Ｐ６２～６３）を使用 

○年表の一部を隠し， 

身近な地域で何度 

も不定期に大地震 

や津波が発生して 

いることを振り返 

らせる。 

 

○ワークシートを配布し，地震のときの危険に 

 ついてグループで話し合わせる。 

○十分話し合わせた後，各グループで考えたこ 

 とを発表し合い，理解を深めさせる。 

 

 


